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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会事務局規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約第１２条第３項の

規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」という。）

の事務局に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（事務所の位置） 

第２条 協議会の事務局（以下「事務局」という。）の事務所の位置は、次のとおりと

する。 

位 置  白河市大手町３番地の８ 

（所掌事務） 

第３条 事務局は、次に掲げる事項を所掌する。 

(１) 協議会の会議に関すること。 

(２) 協議会の協議資料の作成に関すること。 

(３) 協議会の庶務に関すること。 

(４) その他協議会の運営に必要な事項に関すること。 

 （組織及び分掌事務） 

第４条 前条各号に掲げる事務を処理するため、事務局に総務班、計画班及び調整班を

置く。 

２ 前項の各班の分掌事務は、別表第１のとおりとする。 

（職員等） 

第５条 事務局に事務局長、総括次長、次長、班長及び主任の職員を置く。 

２ 前項の職員は、協議会の会長（以下「会長」という。）が任命する。 

（職員の職務） 

第６条 事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を統括する。 

２ 総括次長は、事務局長を補佐し、事務局の事務を整理する。 

３ 次長は、上司の命を受け、事務局の事務に関する企画及び調整に参画する。 

４ 班長は、上司の命を受け、班の分掌事務を統括する。 

５ 主任は、上司の命を受け、班の事務を処理する。 

（決裁） 

第７条 会長が決裁する事項は、次のとおりとする。 

(１) 協議会の運営に関する基本方針の決定に関すること。 

(２) 協議会に提出する議案の決定に関すること。 

(３) 協議会の予算及び決算に関すること。 

(４) 規程等の制定改廃に関すること。 

(５) その他特に事務局長が重要と認める事項に関すること。 

（専決事項） 
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第８条  事務局長は、次に掲げる事項を専決することができる。 

(１) ５０万円未満の物品の購入その他契約の締結に関すること。 

(２) 収入調定及び支出命令並びに１件につき５０万円未満の支出負担行為に関す

ること。 

(３) 物品及び現金の出納に関すること。 

(４) 軽易な通知、照会、回答及び各種調査の実施に関すること。 

(５) 職員の休暇の承認、時間外勤務命令及び出張命令に関すること。 

(６) その他軽易な事項に関すること。 

（代決） 

第９条 会長が不在のときは、協議会の副会長（以下「副会長」という。）がその事務

を代決する。 

２ 会長及び副会長がともに不在のときは、事務局長がその事務を代決する。 

３ 事務局長が不在のときは、総括次長がその事務を代決する。ただし、総括次長を複

数置いている場合は、事務局長があらかじめ指名した総括次長とする。 

 （文書の取扱い） 

第１０条 事務局における文書の収受、発送、処理、施行、保存その他文書の取扱いに

ついては、協議会事務所の所在市村の例による。ただし、文書の記号は「合併協」と

する。 

２ 事案を処理する場合の起案は、発議書（別記様式）により行うものとする。 

 （公印の取扱い） 

第１１条 協議会の公印の名称、ひな形、寸法、書体、用途及び個数は、別表第２のと

おりとする。 

２ 協議会の公印の管理等は、協議会事務所の所在市村の例により事務局長が行う。 

（職員の服務等） 

第１２条 職員の服務及び勤務条件については、それぞれの市村の事務従事の例による

ものとする。ただし、勤務時間の割振り並びに休憩時間及び休息時間については、協

議会事務所の所在市村の例による。 

（給与等） 

第１３条 事務局の職員の給料、各種手当及び共済費等については、それぞれの職員の

属する市村の負担とする。ただし、福島県が協議会の事務局に駐在させる福島県の職

員の時間外勤務手当及び休日勤務手当については、福島県が支給するものとし、その

相当額を協議会が福島県に対して負担する。 

２ 職員の旅費については、協議会事務所の所在市村の例により協議会が支給する。 

（補則） 

第１４条 この規程に定めるもののほか、事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 
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附 則 

この規程は、平成１６年６月１０日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１６年９月１日から施行する。 

 

別表第１（第４条関係） 

区 分 分     掌     事     務 

総 務 班 １ 庶務及び会計に関すること。 

２ 協議会の予算・決算に関すること。 

３ 協議会の会議の運営に関すること。 

４ 協議会の会議資料の調整に関すること。 

５ 国及び福島県との調整に関すること。 

６ 合併に係る広報に関すること。 

７ 正副会長会議及び幹事会に関すること。 

８ 職員研修に関すること。 

９ その他他の班に属さないこと。 

計 画 班 １ 新市建設計画に関すること。 

２ 財政計画に関すること。 

３ 新市の予算編成等に関すること。 

４ 県事業との連絡調整に関すること。 

５ 上記に係る各専門部会及び分科会に関すること。 

調 整 班 １ 合併協定項目に関すること。 

２ 各種事務事業の調整に関すること。 

３ 新市の例規策定に関すること。 

４ 上記に係る各専門部会及び分科会に関すること。 

 

別表第２（第１１条関係） 

名  称 ひ な 形 寸法（mm） 書 体 用  途 個数

白 河 市 ･ 表 郷

村・大信村・東

村合併協議会長

乃印 

 

方２１ てん書体 

白河市・表郷

村・大信村･東

村合併協議会

の一般文書用 

１ 

 

白 河 市 ･ 表 郷

村 ･ 大 信 村 ･

東 村 合 併 協

議 会 長 乃 印
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別記様式 

発   議   書 整 理 番 号  

施  行   年  月  日 記号  

決  裁   年  月  日 
文書番号

番号  

施行予定 年   月   日 

起  案   年   月   日 
保 存 期 間      年 

収  受   年  月  日 

 
注意事項 
 
 
 
 

浄 書 校 合 公 印 施 行

発送表示 
□ 普通郵便  □書留  □速達  □親展  □配達証明  □内容証明 

□ 電報  □ハガキ  □ファクシミリ  □使送  □      

会 長 副会長 副会長 副会長 局 長 総括次長 総括次長
次長兼 
計画班長 

次長兼 
調整班長 総務班長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

主     任 決裁区分 □甲    □乙 

 
 
 

 
合

議

先 
 
 

起案者 
 
白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会事務局 
 
職  名  

 
氏  名              ㊞ 

あて先 
（経由） 

 
 

件 名  
 

理  由   
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会幹事会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約第１３条第２項

の規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」とい

う。）の幹事会に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 幹事会は、協議会の会長（以下「会長」という。）の指示を受け、協議会に

提案する必要な事項について協議し、又は調整するものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、合併に必要な事項について協議し、又は調整するも

のとする。 

（組織） 

第３条 幹事会は、幹事をもって組織する。 

２ 幹事は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

（幹事長及び副幹事長） 

第４条 幹事会に幹事長１名及び副幹事長３名を置き、幹事のうちから互選する。 

２ 幹事長は、幹事会を代表し、会務を総理する。 

３ 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故あるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第５条 幹事会の会議（以下「会議」という。）は、幹事長が必要に応じて随時開催

する。 

２ 幹事長は、会議の議長となる。 

３ 幹事会は、必要に応じて関係職員等の出席を要請することができる。 

（専門部会） 

第６条 幹事会に、必要に応じて専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（報告） 

第７条 幹事長は、幹事会の協議経過及び結果について会長に報告するものとする。 

（庶務） 

第８条 幹事会の庶務は、協議会の事務局において処理する。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、幹事会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

この規程は、平成１６年６月１０日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１６年９月１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

 

市 村 名 役 職 名 

助     役 
白 河 市 

総 務 部 長 

企 画 調 整 課 長 
表 郷 村 

総 務 課 長 

助     役 
大 信 村 

総 務 課 長 

合 併 対 策 室 長
東   村

総 務 課 長
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会財務規程 
 

（趣旨） 
第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約第１５条の規定に基づ

き、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」という。）の財務につい

て、必要な事項を定めるものとする。 
（歳入歳出予算） 

第２条 協議会の予算は、白河市・表郷村・大信村・東村（以下「４市村」という。）の負

担金、繰越金その他の収入をその歳入とし、協議会の事務に要するすべての経費を歳出と

する。 
２ 協議会の会長（以下「会長」という。）は、毎会計年度歳入歳出予算を調製し、年度開

始前に協議会の承認を得なければならない。 
３ 会長は、前項の規定により予算が協議会の承認を得たときは、当該予算の写しを速やか

に４市村の長に送付しなければならない。 
（予算の補正） 

第３条 会長は、協議会に係る既定予算に補正の必要が生じた場合は、これを調製し、協議

会の承認を得なければならない。 
２ 前項の規定により、補正予算が協議会の承認を得たときは、前条第３項の規定を準用す

る。 
（歳入歳出予算の款等の区分） 

第４条 歳入予算の款、項及び目の区分は、別表第１のとおりとする。 
２ 歳出予算の款、項及び目の区分は、別表第２のとおりとする。 
３ 当該年度において、臨時かつ特別な理由があるときは、別表第１及び別表第２に定める

区分以外の項及び目を定めることができる。 
（出納及び現金の保管） 

第５条 協議会の出納は、会長が行う。 
２ 協議会に属する現金は、会長が定める銀行その他の金融機関に、これを預け入れなけれ

ばならない。 
（協議会出納員） 

第６条 会長は、協議会の事務局職員のうちから協議会出納員を命ずることができる。 
２ 協議会出納員は、会長の命を受けて、協議会の出納その他の会計事務をつかさどる。 

（予算の流用及び充用） 
第７条 歳出予算の流用及び予備費の充用は、協議会事務所の所在市村の例による。 

（収入及び支出の手続） 
第８条 協議会の予算に係る収入及び支出の手続は、別に定める様式によりこれを行うもの

とする。 
２ 協議会出納員は、次の各号に揚げる簿冊を備え、出納の管理を行うものとする。 

(１) 予算差引簿 
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(２) その他必要な簿冊 
（決算等） 

第９条 会長は、毎会計年度終了後２か月以内に協議会の決算を調製し、監査委員の監査に

付した後、協議会の認定に付さなければならない。 
２ 会長は、前項の規定により決算が協議会の認定を得たときは、当該決算の写しを４市村の

長に送付しなければならない。 
（補則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、協議会の財務に関し必要な事項は、協議会事務所

の所在市村の例によるものとする。 
 
   附 則 
１ この規程は、平成１６年６月１０日から施行する。 
２ 協議会が設けられた年度の予算に関しては、第２条第２項の規定にかかわらず、第１回

協議会時の報告をもって協議会の承認に代えることができる。 
３ 会長は、この規程の施行日以降第１回協議会の開催日までの間における収入すべき収入

の調定及び執行すべき事務に係る費用の支出については、この規程による手続により、こ

れを行うことができる。 
   附 則 
 この規程は、平成１６年９月１日から施行する。 
 
別表第１（第 4 条関係） 
 歳入予算の款、項及び目の区分 

款 項 目 
１ 負担金 １ 負担金 １ 負担金 
２ 繰越金 １ 繰越金 １ 繰越金 

１ 預金利子 １ 預金利子 ３ 諸収入 
２ 雑入 １ 雑入 

 
別表第２（第 4 条関係） 
 歳出予算の款、項及び目の区分 

款 項 目 
１ 会議費 １ 協議会費 １ 運営費 
２ 事務費 １ 事務局費 

２ 事業費 １ 事業費 １ 事業推進費 

３ 予備費 １ 予備費 １ 予備費 
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   白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会専門部会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会幹事会規程第６条第１項の規定に基

づき白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会幹事会（以下「幹事会」という。）に、

白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会専門部会（以下「専門部会」という。）を

設置する。 

（所掌事務） 

第２条 専門部会は、幹事会の幹事長（以下「幹事長」という。）の指示を受け、白河

市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約第３条各号に掲げる事項について、専門的

に協議し、又は調整する。 

（組織） 

第３条 専門部会は、別表に掲げる部会及び構成員をもって組織する。 

（役員） 

第４条 専門部会に次の役員を置き、構成員のうちから互選する。 

(１) 部会長 １名 

(２) 副部会長 ３名 

（役員の職務） 

第５条 部会長は、専門部会を代表し、会務を総理する。 

２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は、幹事長の要請により、又は部会長が必要に応じて随時開催するものと

する。 

２ 部会長は、会議の議長となる。 

３ 部会長は、必要に応じて関係職員の出席を要請することができる。 

４ 専門部会は、必要に応じて関係する専門部会と合同の会議を開催することができる。 

 （分科会） 

第７条 専門部会に必要に応じて分科会を置くことができる。 

（報告） 

第８条 部会長は、専門部会の協議経過及び結果について幹事長に報告するものとする。 

（庶務） 

第９条 専門部会の庶務は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会の事務局におい

て行う。 

（補則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、専門部会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年６月１０日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１６年９月１日から施行する。 
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別表 

構  成  員  

専門部会名 

 白河市 表郷村 大信村 東 村

総務部会 

 

総務部長 

秘書課長 

総務課長 

財政課長 

工事契約検査課長 

税務課長 

会計課長 

総務課長 

税務課長 

出納室長 

 

総務課長 

税務課長 

出納室長 

 

総務課長 

住民生活課長 

出納室長 

 

企画部会 総務部長 

秘書課長 

企画情報課長 

総務課長 

企画調整課長 

総務課長 

企画情報課長 

総務課長 

 

住民生活部会 市民部長 

市民課長 

国保年金課長 

生活環境課長 

総務課長 

住民生活課長 

 

住民生活課長 住民生活課長

保健福祉部会 保健福祉部長 

社会福祉課長 

高齢福祉課長 

健康増進課長 

健康福祉課長 

住民生活課長 

 

 

健康福祉課長 

 

保健福祉課長 

幼育課

産業経済部会 産業部長 

商工観光課長 

農政課長 

農業委員会事務局長 

農林商工課長 

 

 

農村振興課長 

建設課長 

農業委員会事務局長 

地域振興課長 

農業委員会事務局長

建設部会 建設部長 

水道事業所長 

道路河川課長 

建築住宅課長 

都市計画課長 

下水道課長 

業務課長 

施設課長 

建設課長 

水道課長 

 

建設課長 

 

建設課長 

水道課長 

 

教育部会 教育部長 

教育総務課長 

学校教育課長 

生涯学習課長 

文化課長 

スポーツ健康課長 

学校教育課長 

生涯学習課長 

学校教育課長 

生涯学習課長 

学校教育課長 

生涯学習課長 

幼育課

議会・選挙・

監査部会 

議会事務局長 

選挙管理委員会事務局長 

監査委員事務局長 

議会事務局長 

選挙管理委員会書記長

 

議会事務局長 

選挙管理委員会書記長

 

議会事務局長 

選挙管理委員会書記長

 

新市建設計画

策定部会 

総務部長 

企画情報課長 

財政課長 

総務課長 

企画調整課長 

総務課長 

企画情報課長 

総務課長 

合併対策室
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会分科会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会専門部会設置要綱第７条の規定に基

づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会専門部会（以下「専門部会」という。）

に白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会分科会（以下「分科会」という。）を設

置する。 

（所掌事務） 

第２条 分科会は、専門部会の部会長（以下「部会長」という。）の指示を受け、合併

に関する事務事業について専門的に協議し、又は調整する。 

（組織） 

第３条 分科会は、別表のとおりとし、各専門部会の関係所管課等に所属する職員（以

下「構成員」という。）をもって組織する。 

（役員） 

第４条 分科会に次の役員を置き、構成員のうちから互選する。 

(１) リーダー １名 

(２) サブリーダー ３名 

（役員の職務） 

第５条 リーダーは、分科会を代表し、会務を総理する。 

２ サブリーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故あるとき又は欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 分科会は、部会長の要請により、又はリーダーが必要に応じて随時開催するも

のとする。 

２ リーダーは、会議の議長となる。 

３ リーダーは、必要に応じて関係職員の出席を要請することができる。 

４ 分科会は、必要に応じて関係する他の分科会と合同の会議を開催することができる。 

（報告） 

第７条 リーダーは、分科会の協議経過及び結果について、部会長に報告するものとす

る。 

（庶務） 

第８条 分科会の庶務は、リーダーが属する市村の担当課所において行う。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、分科会に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年６月１０日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１６年９月１日から施行する。 
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別表 

専門部会名 分科会名 

総務部会 

 
人事組織分科会 

総務分科会 

財政管財分科会 

税務分科会 

企画部会 企画分科会 

情報電算分科会 

住民生活部会 住民生活分科会 

国保年金分科会 

環境・衛生分科会 

消防防災分科会 

保健福祉部会 福祉分科会 

保健分科会 

介護保険分科会 

産業経済部会 農林分科会 

商工観光分科会 

建設部会 建設管理分科会 

上下水道分科会 

住宅分科会 

都市計画分科会 

教育部会 学校教育分科会 

生涯学習分科会 

議会・選挙・監査部会 議会分科会 

選挙分科会 

監査分科会 
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会会議運営規程（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約（以下「規約」と

いう。）第９条第５項の規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以

下「協議会」という。）の会議（以下｢会議｣という。）の運営に関し、必要な事項を

定めるものとする。 

（基本方針） 

第２条 会議は原則公開とする。ただし、出席委員の半数以上の賛同があるときは、公

開しないことができる。 

２ 会議の運営に際しては、公平かつ公正な協議の推進に努めるものとする。 

（会長等の責務） 

第３条 協議会の会長（以下「会長」という。）は、会議の議長となり、副会長と連携

しながら、迅速かつ効率的に会議を運営することに努めなければならない。 

２ 委員は、会議に積極的に参画し、円滑な議事運営に協力しなければならない。 

（会議の開閉等） 

第４条 会議の開会及び閉会は、議長が宣告する。 

２ 委員は、議長の許可を得た後、発言するものとする。 

（会議の進行） 

第５条 会議の議事は、全会一致をもって決することを原則とする。ただし、意見の調

整ができず、会議の進行に支障が生じた場合は、出席委員の３分の２以上の賛同をも

って決することができるものとする。 

（傍聴） 

第６条 会議は、傍聴することができる。 

２ 会議の傍聴については、会長が別に定める。 

（会議録） 

第７条 議長は、次に掲げる事項を記載した会議録を調製するものとする。 

（１） 開催日時及び場所 

（２） 出席委員等の氏名 

（３） 議題及び議事の要旨 

（４） その他議長が必要と認めた事項 

 （会議録の署名） 

第８条 会議録に署名すべき委員は４名とし、会議ごとに議長が指名する。 

（会議録等の公開） 

第９条 会議録及び会議に提出された文書は、原則公開とする。 

２ 前項の規定による公開は、会長が別に定める方法により行うものとする。 
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（規律） 

第１０条 何人も、会議中はみだりに発言し、騒ぎ、その他議事の妨害となる言動をし

てはならない。 

２ 会議場において、資料、文書等を配布するときは、議長の許可を得なければならな

い。 

（関係者の出席） 

第１１条 議長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、説明又は

意見を聴くことができる。 

（補則） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

 

附 則 

この規程は、平成１６年６月１８日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１６年９月９日から施行する。 
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会会議傍聴要綱（案） 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会会議運営規程第６条第

２項の規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」と

いう。）の会議の傍聴に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（傍聴席の区分及び定員） 

第２条 傍聴人は、報道を業とする者（以下｢報道関係者｣という。）及びその他の傍聴

人（以下「一般傍聴人」という。）とする。 

２ 一般傍聴人の定員は、会場の規模に応じて協議会の会長が定める。 

 （傍聴の手続き） 

第３条 報道関係者は、報道関係者受付簿（第１号様式）に報道機関の住所、名称及び

傍聴しようとする者の氏名等を記入の上、報道関係者傍聴証（第２号様式）の交付を

受けなければならない。 

２ 一般傍聴人は、一般傍聴人受付簿（第３号様式）に住所及び氏名を記入の上、一般

傍聴証（第４号様式）の交付を受けなければならない。 

３ 前項の規定による一般傍聴証は、会議開催予定時刻の１５分前から先着順に交付す

る。ただし、会議開催予定時刻１５分前における会議を傍聴しようとする者が前条第

２項で定める定員を超えるときは、くじ引きで決定するものとする。 

（傍聴証の返還） 

第４条 傍聴人は、傍聴を終え退場しようとするときは、報道関係者傍聴証及び一般傍

聴証を協議会の事務局に返還しなければならない。 

（傍聴席に入ることができない者） 

第５条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席に入ることができない。 

(１) 銃器その他危険なものを持っている者 

(２) 酒気を帯びていると認められる者 

(３) 異様な服装をしている者 

(４) 張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を持っている者 

(５) 笛、ラッパ、太鼓その他楽器の類を持っている者 

(６) その他会議を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼすと認められる者 

２ 児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることはできない。ただし、議長の許可を得た場合

は、この限りでない。 

（傍聴人の守るべき事項） 

第６条 傍聴人は、傍聴席において次に掲げる事項を守らなければならない。 

(１) 会議における言論に対して拍手その他の方法により公然と賛否を表明しない

こと。 
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(２) 私語、談笑等会議の妨害になるような行為をしないこと。 

(３) はち巻、腕章の類をする等、示威的行為をしないこと。 

(４) 飲食及び喫煙をしないこと。 

(５) みだりに席を離れないこと。 

(６) 不体裁な行為又は他人に迷惑となる行為をしないこと。 

(７) その他会議の秩序を乱し又は会議の妨害になるような行為をしないこと。 

（写真、映画等の撮影及び録音等の禁止） 

第７条 傍聴人は、傍聴席において写真、映画等を撮影し、又は録音等をしてはならな

い。ただし、特に議長の許可を得た場合は、この限りではない。 

（傍聴人の退場） 

第８条 傍聴人は、会議を公開しない決定があったときは、速やかに退場しなければな

らない。 

（職員の指示） 

第９条 傍聴人は、すべて協議会の事務局職員の指示に従わなければならない。 

（違反に対する措置） 

第１０条 傍聴人がこの要綱に違反するときは、議長はこれを制止し、その命令に従わ

ないときは、これを退場させることができる。 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、傍聴の実施に関し必要な事項は、会長が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年６月１８日から施行する。 
  附 則 
この要綱は、平成１６年９月９日から施行する。 
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第１号様式

第　　回　白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会

日　時 平成　　年　　月　　日 時　　分

場　所

番号 報 道 機 関 名 ・ 所 属 ・ 役 職 氏 名 備 考

報　道　関　係　者　受　付　簿

第２号様式

№

白河市・表郷村・大信村合併協議会

報道関係者傍聴証

白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会
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第３号様式

第　　回　白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会

日　時 平成　　年　　月　　日 時　　分

場　所

番号 備 考

一　般　傍　聴　人　受　付　簿

住 所 名 称 氏 名

第４号様式

№

白河市・表郷村・大信村合併協議会

一 般 傍 聴 証

白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会会議録等公開要綱（案） 

 
 （趣旨） 
第１条 この要綱は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会会議運営規程第９条第

２項の規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会(以下「協議会」と

いう。)の会議録及び会議に提出された文書(以下「会議録等」という。)の公開に関し、

必要な事項を定めるものとする。 
 （基本方針） 
第２条 会議録等は、原則公開とする。 
 （公開の制限） 
第３条 個人に関する事項、会議の公正な運営に著しい支障を及ぼす恐れのある事項、

その他公開に供することが適当でないと認められる事項を記載した会議録等の全部

又は一部については、公開しないことができる。 
 （公開する会議録等） 
第４条 公開する会議録等は、当該会議録等の写しとする。ただし、会議に提出された

文書についてはこの限りでない。 
２ 前項の会議録等には、電子化した情報も含むものとする。 
 （公開の方法） 
第５条 公開の方法は、協議会の事務局、協議会を構成する市村(以下「構成市村」と

いう。)の所定の場所及び協議会で開設するインターネットホームページにおいて公

開する。 
２ 公開する時間は、協議会の事務局及び構成市村の所定の場所においては、当該事務

局及び構成市村の執務時間内とする。 
 （補則） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、会議録等の公開に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 
 

附 則 
 この要綱は、平成１６年６月１８日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成１６年９月９日から施行する。 
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会小委員会規程（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約第１１条第２項の

規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」という。）

の小委員会に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 小委員会は、協議会から付託された事項について調査、審議等を行う。 

（委員） 

第３条 小委員会の委員は、協議会の会長（以下「会長」という。）が協議会の会議に

諮り協議会の委員のうちから指名する。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 小委員会は、委員長１名及び副委員長１名を置くものとする。 

２ 委員長は、小委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

４ 委員長及び副委員長は、小委員会の委員の互選により選出する。 

（会議） 

第５条 小委員会の会議（以下｢会議｣という。）は、委員長が召集し、委員長はその会

議の議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
 （関係者等の出席） 

第６条 委員長は、必要に応じて関係者の出席を要請することができる。 

 （報告） 

第７条 委員長は、協議会から付託された事項の調査、審議等の結果について、協議会

に報告しなければならない。 

（庶務） 

第８条 小委員会の庶務は、協議会の事務局において行う。 

（補則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、小委員会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

この規程は、平成１６年６月１８日から施行する。 

  附 則 

この規程は、平成１６年９月９日から施行する。
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新市の名称等に関する小委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」という。）は、合

併協定項目のうち、次に掲げる事項について小委員会に付託し、調査又は審議を行わ

せるため、新市の名称及び事務所の位置小委員会（以下「名称・位置小委員会」とい

う。）を設置する。 

(１)  新市の名称について 

(２)  新市の事務所の位置について 

（構成） 

第２条 名称・位置小委員会は、次に定める委員１６名で構成する。 

(１)  協議会規約第７条第１項第１号に定める助役（助役を置かない市村において

は、同条第２項の規定により当該市村長の指定する者） 

(２)  協議会規約第７条第１項第３号に定める委員 各１名 

(３)  協議会規約第７条第１項第４号に定める委員 各２名 

（補則） 

第３条 この要綱に定めるもののほか、小委員会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年６月１８日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１６年９月９日から施行する。 

 

委員名簿 

市村名 構成区分 委 員 名 備  考 

第 1号委員 横 井 孝 夫 助役 

第３号委員 深 谷 久 雄 議員 

池 嶋  貞
白河市 

第４号委員 
佐 川 京 子

住民代表者 

第 1号委員 中 根  静 企画調整課長 

第３号委員 穂 積 栄 治 議員 

緑 川 正 年
表郷村 

第４号委員 
深 谷 美 佐 子

住民代表者 

第 1号委員 大 谷 英 明 助役 

第３号委員 鈴 木 勇 一 議員 

大 竹 徳 一
大信村 

第４号委員 
橋 本 良 示

住民代表者 

第 1号委員 水 野 谷 正 明 合併対策室長 

第３号委員 藤 田 久 男 議員 

金 澤 幸 子
東 村 

第４号委員 
矢 田 部 兼 一

住民代表者 
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議会の議員の定数等に関する小委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会（以下「協議会」という。）は、合

併協定項目のうち、次に掲げる事項について小委員会に付託し、調査又は審議を行わ

せるため、議会の議員の定数及び任期の取扱い小委員会（以下「議員定数等小委員会」

という。）を設置する。 

(１)  議会の議員の定数及び任期について 

(２)  特別職の職員の身分の取扱いについてのうち議会の議員の報酬等について 

（構成） 

第２条 議員定数等小委員会は、次に定める委員２０名で構成する。 

(１) 協議会規約第７条第１項第２号に定める委員 各２名 

(２) 協議会規約第７条第１項第４号に定める委員 各３名 

（補則） 

第３条 この要綱に定めるもののほか、小委員会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附 則 

この要綱は、平成１６年６月１８日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１６年９月９日から施行する。 

 

委員名簿 

市村名 構成区分 委 員 名 備  考 

大 高 正 人 議長 
第２号委員 

三 森  繁 副議長 

大 越 喜 平

柳  惠 子

白河市 

第４号委員 

金 内 貴 弘

住民代表者 

荒 井 一 郎 議長 
第２号委員 

矢 口 秀 章 副議長 

滝 田 知 守

和 知 幸 男

表郷村 

第４号委員 

鈴 木 克 彦

住民代表者 

藤 田  清 議長 
第２号委員 

星  吉 明 副議長 

添 田 勝 治

大 戸 文 治

大信村 

第４号委員 

添 田 潔 恵

住民代表者 

西 村  栄 議長 
第２号委員 

我 妻 茂 昭 副議長 

鈴 木 勝 則

遠 藤 公 彦

東 村 

第４号委員 

藤 田 小 一

住民代表者 
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白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会委員等の報酬及び費用弁償に 
関する規程（案） 

 
（趣旨） 

第１条 この規程は、白河市・表郷村・大信村・東村合併協議会規約（以下「規約」

という。）第１７条第２項の規定に基づき、白河市・表郷村・大信村・東村合併協

議会（以下「協議会」という。）の会長、副会長、委員及び監査委員（以下「委員

等」という。）の報酬及び費用弁償の額並びに支給方法等に関し、必要な事項を定

めるものとする。 
（報酬） 

第２条 協議会の委員等の報酬は、日額６，０００円とする。ただし、白河市、表郷

村、大信村、東村その他の地方公共団体の長、助役その他の常勤職員については、

これを支給しない。 
 （費用弁償） 
第３条 協議会の委員等が、協議会の職務を行うために出張したときは、費用弁償と

して別表に定める旅費を支給する。 
 （支給方法） 
第４条 協議会の委員等の報酬及び費用弁償の支給方法等については、協議会事務所

の所在市村の例による。 
 （補則） 
第５条 この規程に定めるもののほか、協議会の委員等の報酬及び費用弁償に関し必

要な事項は、会長が別に定める。 
 
   附 則 
 この規程は、平成１６年６月１８日から施行する。 
   附 則 
 この規程は、平成１６年９月９日から施行する。 
 
別表（第 3 条関係） 

区      分 費用弁償の額 
鉄道賃 旅客運賃、急行料金及び座

席指定料金 
白河市及び西白河郡 支給しない。

福島市、二本松市、伊達郡、

安達郡、郡山市、須賀川市、

岩瀬郡、石川郡、田村郡及

び東白川郡 

１，３００円

日当（1 日につき） 

上記以外の地域 ２，６００円

甲地方 １３，１００円

旅 
 

費 

宿泊料（1 夜につき） 
乙地方 １１，８００円

※ 甲地方及び乙地方の区分については、協議会事務所の所在市村における区分の例に

よる。 
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